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目指す「草加っ子」（15歳の姿）とは、子どもの育ちを支える基本的な指導事項について、指導のねらい
や指導内容を草加市内の各園・各学校が施設の枠を超えて共有し、一体となって子どもを育てていくための
中学校卒業時の姿です。
「自ら学び、心豊かに、たくましく生きる」草加っ子として、「第一次草加市子ども教育連携推進基本方
針・行動計画」から継承し、ここに定めます。

44 子ども教育の連携推進の基本理念

⑴ 目指す「草加っ子」（15歳の姿）

「「自自らら学学びび、、心心豊豊かかにに、、たたくくままししくく生生ききるる」」草草加加っっ子子

自自らら学学ぶぶ子子
�基礎的、基本的な知識や技能を身に付け、活用することができる
�意欲や目標をもって自分から活動や学習に取り組むことができる
�人の話をしっかり聞くことができる
�自分の考えをしっかりと伝えることができる

心心豊豊かかなな子子

�自分を大切な存在だと思うことができる（自己肯定感の育成）
�他人を大切にし、思いやることができる
�時と場に応じて、自分の感情を抑えたり我慢したりすることができる
�生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重できる
�時と場に応じた、あいさつ、返事がきちんとできる
�ありがとう、ごめんなさいを素直に言うことができる
�時と場に応じて、ていねいな言葉づかいができる
�よいことと悪いことの区別が付き、社会や学校、家庭のきまりを守ることができる
�情報モラルを守り、メディアと適切に関わることができる

たたくくままししくく
生生ききるる子子

�「早寝早起き朝ごはん」の習慣が身に付いている
�時と場に応じて、身だしなみを整えることができる
�身の回りの整理整頓ができる
�みんなで使う場所をきれいにすることができる
�見通しをもって生活し、時刻を守ることができる
�めあてをもって運動に取り組むことができる
�あきらめず、ねばり強く、ものごとに取り組むことができる

資料４

※第二次草加市子ども教育連携基本方針・行動計画より抜粋
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